







トーマ ス・ マン「ファウスト博士J (終的
一一ドイツの作曲家ア ードリア ン ・レーパーキューンの生涯と作品一一
オラトリオ「デューラ ーの木版画によ





































































































































































そアードリ アソ ・レーパーキュ ーソの音
楽の本質と言うことが出来ょう。そして
もしこれらをもフーガと呼ぶことが出来





































































































































(eisig ruhrende Mascen-Modernitat)J 
(F. S. 500)をさすのかも知れない。 例
えば獅子や子牛，人間，鷲の頭をした地
獄の不無味な獣共を織写する「ヨハネ









































































































































































の帰路，ノレディ ーはかつての愛人 イ ー
ネス，正式に言えば芸術史家たる工科大




















































































































































るのだ。 J (F. S. 634)。 この言葉を吐
いた時，彼の脳裡にあったものは，ベー
トー グェソの「歓喜の合唱」をもっ第九
交響曲であ った。ーーこ の大カソタ ー
タがベートーヴェソの第九交響曲と形式














































死ぬからだ， Denn ich ster-be als 











































はや言葉 (Sprache) としては， それ




























12. rein expressivとは後天的な， ~\ 
色された espresslvoではなくて，





































































“Thomas Manll und Goethe" S. 
140)。
